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Teaching of Ratio in Elementary School for Understanding of Conditional Probability
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二次元の表 〇 △ 児童は，二次元の表を割合の視点から見た経験がない。
円グラフ △ 〇 児童は，円グラフ全体ではなくその一部（扇形）をもとにする量として見た経験がない。
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図14　タクシー問題のルーレット表現
【問題】ある町でタクシーによるひき逃げ事件が起こった。その町にあるタクシーのうち，
85％は緑タクシーであり，15％は青タクシーである。この事件には目撃者がいて，その目撃者
は青タクシーがひいたと証言したが，目撃者について調べたところ，この目撃者は80％の確率
で正しく色を識別でき，20％の確率で色を間違えて識別してしまうことが分かった。この目撃
者の証言のもとで，実際に青タクシーが犯人である確率はいくらか。
【解答】タクシーの色が青という事象を事象A，タクシーの色が緑という事象を事象A̅，目撃者
の証言が正しいという事象を事象Bとすると，求める確率PB(A)は，
PB(A) = P(A)·PA(B)P(A)·PA(B)+P(A̅)·PA̅(B)
 = 
100
15 ･100
80 +100
85 ･100
20
100
15 ･100
80
 = 29
12 ≈ 0.41
図13　タクシー問題とその解答
